
マ
ル
ケ
イ
融
資
を
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下
さ
い
﹇
年
利
1.35
％
で
１
千
万
ま
で
（
11
月
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日
現
在
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保
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証
人
﹈

「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。
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　商工会議所独自の制度として、小規模企業等経営改善資金（通
称:マルケイ資金）融資制度があります。この資金は一定期間経
営指導を受けている習志野市内の中小企業者の方に対して、商工
会議所の会頭推薦により、無担保・無保証人で国民生活金融公庫
から融資されるものです。
★ご利用できる方
①習志野市内で１年以上事業を営んでいる方
②商業・サービス業の方は常時雇用者５人以下。製造業の方は20
　人以下（家族除く）
③６ヶ月以上経営指導を受けている方

小規模企業のみなさまへ

マ ル 経 融 資

担保・保証人不要
年末資金の
ご案内

〈申し込みから

　　　実行まで〉

商
工
会
議
所
審
査
会

国
民
生
活
金
融
公
庫

融
　
資
　
実
　
行

商
工
会
議
所
受
付

融
資
を
受
け
た
い

上記の手続きのため申込んで融資実行まで約１ヶ月かかるので早めに資金計画をたててお申し込み下さい。

申
し
込
み

推
せ
ん

調
査

実
訪
確
認

貸付

返済

融資限度額 融資期間 金    利

５５０万円
（+別枠450万円）

運転資金 ５年
設備資金 ７年

１.３５％
（11/４現在）

（注）国民生活金融公庫非対象業種の方はご利用いただけません。

11月は中小企業振興強化月間

問題解決！新たなビジネスチャンス！
売り上げ倍増への近道！

★公的制度の上手な活用法
【中小企業経営革新支援法・公的融資説明会】
日時＝ 11月 26日（水）午後２時 30分～

★税務対策は大丈夫？
【消費税円滑化セミナー】
日時＝ 11/21（金）、11/25（火）
　　　 11/28（金） 午後２時～

★売れる仕組みづくりで経営力UP！
【できる営業マンはここが違う！】
日時＝ 11月 14日（金）午後 2時～

【いかに乗り切るか？激変の商業環境】
日時＝ 11月 18日（火）午後６時～

★ IT向上で業務の効率化を
【弥生会計セミナー】
①日時＝ 11月 13日（木）午前 9時～
②日時＝ 11月 14日（金）午前 9時～

【年賀状作成セミナー】
日時＝ 11月 17日（月）午前 10時～

【デジカメ活用セミナー】
日時＝ 11月 21日（金）午前 10時～

★出張相談します
　「いろいろと相談したいことはあるんだけれど、なかなか忙しくて出れ
ないよ｣という事業主さんのために、出張個別相談を実施します。（要予約）
相談内容＝金融、税務、労務、法律、情報、特許
＊相談したい内容、都合のよい日時等を事前にTELにてご予約下さい。

★夜間・休日の金融相談もOK
　夜間と休日に相談窓口を設けました。皆様のご都合に合わせた相談
予約ができます。
　事前にお申し込み下さい。

　

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
支
援
室
で
は
、
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
を
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、｢

が
ん
ば
る
経
営
応
援
し
ま
す｣

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
６
月
に
引
き
続
き
、
経
営
改
善
普
及
事
業
を
集
中

的
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

※各種セミナー会場は全て商工会議所会館です。

初優勝した阿久津 弘さん（㈱大洋精工）
～第 15 回マスターズゴルフ大会～
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現
在
、
大
学
に
対
し
て
企
業
な
ど
か
ら
多
様
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
所
で
も
、
習
志
野
市
の
産
業
が
、
大
学
・
都
市

間
交
流
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
活
力
の
再
生
、
新
産
業
の
創
出
に

寄
与
す
べ
き
と
い
う
考
え
の
も
と
、
産
学
官
連
携
事
業
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
12
年
か
ら
、
大
学
の
施
設
見
学
会
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、
学
生
創
業
支
援
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
セ
ミ
ナ

ー
と
い
っ
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な

研
究
や
情
報
交
換
を
通
じ
て
大
学
の
機
能
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
な
が
ら
、
企
業
の
技
術
開
発
や
大
学
と
の
共
同
・
委
託
研
究
、

休
眠
特
許
の
活
用
な
ど
、
み
ず
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
み
と
れ
る
よ
う
に
、
お
互
い
の
連
携
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た

め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
産
学
官
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
施
設
見
学
会

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
セ
ミ
ナ
ー

・
研
究
事
例
セ
ミ
ナ
ー

・
学
生
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

・
卒
業
論
文
へ
の
協
力

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力

・
大
学
に
お
け
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
施
設
の
活
用
と
研
究

　

大
学
に
あ
る
多
く
の
学
習
や
研

究
の
た
め
の
施
設
・
パ
ソ
コ
ン
等

の
機
材
に
つ
い
て
、
大
学
と
し
て

の
可
能
な
範
囲
で
、
企
業
等
へ
の

活
用
や
貸
出
を
依
頼

・
大
学
か
ら
の
産
業
育
成

　

大
学
研
究
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
、

共
同
研
究
の
テ
ー
マ
・
場
の
提
供
、

講
座
の
開
設
、
産
業
界
と
の
連
携

市
内
大
学
の
有
効
活
用
を

★
実
施
し
た
事
業

★
今
後
の
取
り
組
み

強
化
推
進

・
人
材
確
保
、
育
成

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
就
職
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
提
供
・
研
究
員
、

技
術
、
技
能
者
の
紹
介
（
派
遣
）

高
度
技
術
・
技
能
の
習
得

・
市
内
産
業
と
の
交
流

　

交
流
サ
ロ
ン
の
開
設
（
技
術
相

談
・
依
頼
）、
技
術
移
転
や
商
品

開
発
、
卒
論
テ
ー
マ
へ
の
研
究
依

頼
（
協
力
・
調
査
）、
商
店
街
活

動
等
へ
の
学
生
参
加

・
大
学
か
ら
の
技
術
移
転
の

支
援

　

既
存
企
業
の
経
営
革
新
や
新
製

品
開
発
に
大
学
に
お
け
る
窓
口
と

の
連
携
に
よ
り
支
援
す
る
体
制
を

構
築
す
る
。
ま
た
、
企
業
と
大
学

と
の
連
携
に
は
商
工
会
議
所
が
そ

の
橋
渡
し
を
受
け
持
つ
。

大学は企業のパートナー

産・学連携でビジネス創成
～産学官連携事業の紹介～

現在、興味を持って研究していることは次の 2テーマです。

★創造性に関する研究
　今日の情報化社会において付加価値を生み出す最も重要な要因は「新しい情
報の生産」であると考えられます。「新しい情報の生産」は「創造」であると
定義しています。新しい情報の生産は、「既知情報A×既知情報B＝新情報N」
のプロセスで既知情報の結合によって行われると仮定して、既知情報A・B、
新情報NおよびきっかけKの関係を基に創造事例を体系的に分類することを
試みています。この研究が進めば、ビジネス分野の仕事で必要な創造性とは何
かを明らかにできます。また、創造力を効果的に身に付けさせる方法を提供で
きるようになります。
（経営情報科学科　小野修一郎教授との共同研究です）
～このテーマに関する研究例～
（1）若者の成功体験における創造性に関する調査研究
（2）食における創造事例調査研究ー創造プロセスの研究ー
（3）ビジネス分野における創造事例の体系化に関する研究

★ライフサイクルアセスメント（LCA）と
　ライフサイクルコスト（LCC）に関する研究
　組織はいろんな製品やサービスを創造し提供しています。その恩恵で物質的
な豊かな生活を享受しています。経済成長の一方で、地球環境問題など深刻な
状況になってきています。これまでの物事の優劣の判断は、経済性という物差
しでした。これからの社会では、環境にどの程度優しいかを客観的に科学的に
定量化した物差しが必要になります。これがLCAであり ISO14000 環境マネ
ジメントシステムにおける新しい物差しです。今後は、経済的物差しと環境的
物差しの二つの物差しで物事の優劣の判断をする必要があります。この研究に
より、経済性と環境負荷の両視点の矛盾点やリサイクル事業の成立条件などを
明らかにしていきたいと考えています。
（経営情報科学科　小野修一郎教授との共同研究です）
～このテーマに関する研究例～
（1）プラスチック製品のライフサイクルアセスメントとライフサイクルコスト
について

（2）製造プロセスの環境負荷評価手法に関する研究
（3）プラスチック製品のライフサイクルアセスメントとコスト分析に関する研究

大田　勉　研究室
　（千葉工業大学社会システム科学部経営情報科学科）
　〒 275-0016　習志野市津田沼 2-17-1

　TEL＆ FAX：047-478-0333
担当科目
原価管理、企業と経営、企業実習、ゼミナール
経営情報科学実験、課題研究

キラリ！研究室

特許と技術移転機関（ＴＬＯ）

大学等
（国・公・私立）
研究者等

技術移転機関
（ＴＬＯ）
民間企業等

企業
（研究成果の実施の主体）

ベンチャー企業等

➡

➡

➡➡

➡ ➡

研究成果 ライセンシング

収入配分・フィードバック

技術評価 技術情報の提供
マーケティング
ライセンス交渉特許庁

（海外特許を含む）

➡

特許出願

➡

権利維持

▲職場実習（当所会員事業所にて実施）

▲施設見学会（千葉工業大学）

▲大田 勉 先生

▲講義風景
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★
第
１
回

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
報
告

会
議
所
駐
車
場
に
集
合
し
て
秋
津

方
面
を
散
策
し
ま
す
。

新
入
部
員
募
集
中
！

　

会
員
事
業
所
の
事
業
主
、家
族
、

従
業
員
の
皆
様
ほ
か
市
民
の
方
も

歓
迎
で
す
。

併
せ
て
、
ホ
ビ
ー
倶
楽
部
の
部
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
20

日
㈭
６
時
よ
り
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ
＝　

習
志
野
商
工
会
議
所

中
小
企
業
支
援
室 

山
野
井

 

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０ 

ま
で

持
ち
の
い
い
日
曜
の
朝
で
し
た
。

　

次
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
は
11
月

９
日
㈰
午
前
７
時　

習
志
野
商
工

　

10
月
５
日
㈰
午
前
７
時
、
習
志

野
商
工
会
議
所
に
集
ま
っ
た
参
加

者
11
名
は
、
谷
津
干
潟
を
め
ざ
し

て
歩
き
出
し
ま
し
た
。
日
曜
日
の

早
朝
は
車
の
往
来
も
少
な
く
、
秋

晴
れ
の
中
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な

が
ら
街
中
を
抜
け
て
、
一
行
は
谷

津
干
潟
の
遊
歩
道
を
通
り
谷
津
干

潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

で
小
休
止
。
み
ん
な
で
記
念
撮
影

を
し
て
商
工
会
議
所
へ
戻
る
。
気

倶
楽
部
活
動
通
信

　

第
15
回
習
志
野
商
工
会
議
所
マ

ス
タ
ー
ズ
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
10
月

30
日
㈭
に
習
志
野
Ｃ
Ｃ 

ク
イ
ー

ン
コ
ー
ス
（
当
所
会
員
）
で
約
80

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
阿
久
津

弘
さ
ん
（
㈱
大
洋
精
工
（
茜
浜
））

が
ネ
ッ
ト
71.4
の
ス
コ
ア
で
見
事
に

初
優
勝
を
飾
り
、
白
井
会
頭
か
ら

優
勝
カ
ッ
プ
と
ブ
レ
ザ
ー
、
副
賞

の
豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
準
優
勝
は
芝
原
和
子
さ
ん

（
㈲
京
葉
警
備
保
障
）
が
獲
得
し

ま
し
た
。

★賞品提供企業一覧（順不同・敬称略）
ドコモショップ津田沼／ホテルフ
ランクス／幕張プリンスホテル／
三興ベンディング㈱／白井建設㈱
／朝日新聞 習志野販売㈱／神谷繊
維㈱／焼肉みたけ／セイスイ工業
㈱／三成産業㈱／㈱パルタック 千
葉支店／㈱マンダム／大型店連絡
協議会／アクサ生命保険㈱／習志
野カントリークラブ／習志野スポ
ーツ／大久保園
ご提供ありがとうございました。

★上位入賞者（敬称略）
優　勝
　　　阿久津　弘（㈱大洋精工）
準優勝
　　　芝原　和子（㈲京葉警備保障）
３　位
　　　佐野　成三（㈱佐野工務店）
４　位
　　　白井　保彦（白井建設㈱）
５　位
　　　橋本　　忍（三成産業㈱）
６　位
　　　矢野　四朗（㈱アバンテク）
７　位
　　　竹村　和久（㈲タケムラ）

　会議所会館を
　　　ご利用下さい

3階
・ITルーム（定員20名）
　　・使用パソコン　富士通 FMV-C600
　　　　　　　　　　　（液晶モニター）
　　・使用OS　　　　Windows XP
　　　　　　　　（Offi  ce 2002 Professional 掲載）
　　　　　　インターネット、電子メール利用可
・研修室（定員2～8名）
　面接会場、少人数での会議等にご利用ください。
・特別会議室（定員25名）
中規模の会議・打ち合わせやお得意先との商談
の場所としてご利用ください。

4階
・大会議室（定員10～130名）
10 ～ 20 名程度のサークル活動から、最大
130名までの講演会・式典まで、用途に合わせ
自由に間仕切りできます。企業研修や展示会場、
また、音響・映像設備も整っていますので、ミ
ニコンサートやダンスホールとしてもご利用で
きます。

予約・問い合わせ
習志野商工会議所経営室　☎（452）6700

習志野市倫理法人会　会長　由川久子さん
毎週火曜日朝５時からの当法人会の定例会を、10月から会館の会議室で開催させてもらっ
ています。
きれいで明るく、また防音設備がしっかりしていて静かです。駐車場も完備されているので
非常に集まりやすく便利です。
会場使用料も以前と比べると安く、多少の時間延長も融通して頂き感謝しています。

習志野ロータリークラブ　会長　司茂實瑠さん
会議所会館の利用については、建設中から検討していました。当クラブの新年度にあたる 7
月から利用しています。
利用にあたっては事前に会議所と協議し、使用料の年間契約、会場のレイアウト、倉庫・書
庫の設置、駐車場の確保、食事メニュー作成、郵便箱の設置など、当方の要望を汲んで頂い
たので、スムーズに会議の運営が出来ています。
臨時の会議や役員会等の会場も快く設置していただき、ありがたく思っています。

習志野中央ロータリークラブ　会長　代市定雄さん
商工会議所の監事として会館建設に携わり、会館を利用することは、会議所の事業目的であ
る「地域産業振興及び福祉活動」に大きく寄与できると考えています。
今のところ、あまり不便を感じることなく、利用させて頂いています。
また、ロータリークラブさんも会場使用しているので、相互に情報交換ができ、合同会議も
開催しやすくなりました。

会館利用者の声

会議室使用料
区分 大会議室 中会議室 小会議室 特別会議室 ITルーム
会員 6,000 円 2,000 円 400 円 5,000 円 1,600 円
一般 7,800 円 2,600 円 500 円 6,500 円 2,000 円

備品使用料（消耗品実費）
区　分 金額（１台１h） 区　分 金額（１台１h）

パソコン 100 円 放送設備 1,000 円
マルチメディアクロジェクター 1,000 円 ホワイトボード 1,000 円

社内会議・研修をはじめ記念式典・表彰式・祝賀パーティ・
講演会・展示会等、幅広くご利用いただけます。

会

員
の

広

場

阿
久
津
弘
さ
ん
（
㈱
大
洋
精
工
）
が
初
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

〜
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
〜

最新設備の ITルーム

大会議室

▲谷津干潟観察センター前

問合せ
習志野商工会議所経営室

☎（452）6700

商工会議所会議室使用料のご案内

申込方法等
使用可能時間
　午前９時～午後 10 時
休 館 日
　年末年始
申込方法
　所定の申請書を提出
（使用の６ヵ月前から受付）

新
会
館
竣
工
を
記
念
し
て
、「
落

語
家
」
三
遊
亭 

花
楽
京
さ
ん

に
よ
る
演
芸
会
を
左
記
の
通
り

開
催
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
下
さ
い
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈫　

午
後
12

時
40
分
〜
午
後
１
時
40
分

会
場
＝
商
工
会
議
所
会
館　

４

階
大
会
議
室

参
加
費
＝
無
料

申
込
み
＝
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
４
５
２
）
６
７
４
４
、
に
て

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

問
合
せ
＝
習
志
野
商
工
会
議
所

経
営
室 

橋
本

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０ 

ま
で

第
17
回
従
業
員

　
　
　

表
彰
式
記
念
演
芸
会

落
語
家

 

三
遊
亭 

花は
な
ら
っ
き
ょ
う

楽
京
さ
ん
に
よ
る

 
 

ー
落
語
＆
大
道
芸
ー

▲林プロと記念撮影
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No.35

後
援
＝
習
志
野
市

青
年
部
で
は
今
後
も
経
済
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
の
研
修
事
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
24
日
㈷
に
商
店
会
連
合
会

主
催
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
左

記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
当

青
年
部
で
は
共
催
と
し
て
飲
食
部

門
に
出
店
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

下
さ
い
。

日
時
＝
11
月
24
日
㈪
※
雨
天
の
場

合
は
30
日
㈰
に
延
期

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

場
所
＝
習
志
野
市
役
所
前
グ
ラ
ン
ド

駐
車
場
＝
３
０
０
台

主
催
＝
習
志
野
市
商
店
会
連
合
会

共
催
＝
社
会
福
祉
協
議
会
・
JA
千

葉
み
ら
い
・
習
志
野
商
工
会
議
所

青
年
部 

他 青
年
部
だ
よ
り　部員募集中

青年部では部員を
募集しています
（20～45才まで）

※詳細はホームページをご覧ください

青年部ホームページ
http://narashino-yeg.hp.infoseek.co.jp/

はばたけ♪♪元気な中小企業
千葉県版ＣＬＯ（貸付債権担保証券）のご紹介

　千葉県では不動産担保に依存しない中小企業の資金調達の制度を新た
に実施することとし、近く申し込みの受付を行います。
対象となる中小企業の要件・融資条件などをご紹介しますので積極的に
ご検討下さい。

★融資の対象企業（次の条件を満たす中小企業）
１．同一事業を１年以上引き続き営んでいる県内の中小企業（法人）
２．直近の決算内容が次の全ての条件に該当すること
　　（ア）自己資本比率が 10％以上
　　　　　（経営革新支援法・創造活動促進法の承認・認定企業は５％＝特定企業要件）
　　（イ）経常利益を計上していること
　　（ウ）営業利益支払利息比率が 100％以上
　　　　　（年間の支払利息額が営業利益額以下）
３．年間売上高が 4,000 万円以上

★融資の条件
１．資金使途　　設備資金・運転資金
２．融資限度額　500万円以上5,000万円（特定企業要件による場合は３千万円）以内
３．融資利率　　諸費用込みで年２．６％程度
４．信用保証　　信用保証協会の保証を要する（保証料年１．２５%）
５．担保等　　　担保不要、第三者の連帯保証人不要
６．融資期間　　５年間（２年６月後から６月毎の元金均等返済）
７．申込受付期間　平成１５年１２月中旬から平成１６年１月下旬
８．融資の実行時期  平成１６年３月予定
９．その他　　　取扱金融機関と信用保証協会の審査が必要です

★融資の仕組み
中小企業が取扱金融機関から保証協会の保証付きで融資を受けること
に関しては、通常の融資と全く変わりません。ただし、その貸付債権
は束ねて証券化され（この証券をＣＬＯ＝貸付債権担保証券と言いま
す。）、投資家に売却されて、結果として貸付の原資となります。

★融資のメリット
１．信用保証協会の無担保枠 8,000 万円を超える企業も無担保でかつ第
　　三者の保証人不要で融資が受けられます
２．元金の返済が２年半後からであり長期安定的に資金の確保ができます
３．自社の資金繰りの中に当資金を組み込むことにより担保余
　　力が発生します

★融資の相談・照会
詳しいことは下記にご相談下さい

　　　　　千葉県商工労働部経営支援課　　　☎　043（223）2707
　　　　　習志野商工会議所中小企業支援室　☎　047（452）6700

　

普
通
貸
付
で
第
三
者
保
証
人
を

不
要
と
す
る
制
度
で
す
。

利
用
資
格
＝
次
の
い
ず
れ
の
要

件
に
も
該
当
す
る
こ
と
。
①
税
務

申
告
を
２
期
以
上
行
っ
て
い
る
こ

と
、
②
所
得
税
等
を
期
限
内
に
完

納
し
て
い
る
こ
と
、
③
最
近
の
業

績
等
か
ら
第
三
者
保
証
人
や
担
保

（
不
動
産
、
有
価
証
券
な
ど
）
が

な
く
て
も
融
資
で
き
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。
＊
審
査
の
結
果
、
ご

希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

融
資
額
＝
１
０
０
０
万
円（
運
転
・

設
備
）

返
済
期
間
＝
運
転
５
年
以
内
（
据

置
６
ヶ
月
以
内
）、
設
備
10
年
以

内
（
据
置
２
年
以
内
）

連
帯
保
証
人
＝
法
人
（
代
表
者
の

ほ
か
必
要
に
応
じ
そ
の
家
族
、
社

内
の
方
）
個
人
（
ご
家
族
又
は
従

業
員
）

　

事
業
を
縮
小
す
る
際
に
必
要
と

な
る
資
金
に
つ
い
て
「
事
業
ス
リ

ム
化
資
金
」
と
し
て
取
り
扱
い
を

開
始
し
ま
し
た
。（
平
成
15
年
７

月
１
日
）

資
金
使
途
＝
現
在
の
事
業
を
縮
小

す
る
際
に
必
要
と
な
る
運
転
・
設

備
資
金

⑴
従
業
員
の
削
減
に
伴
う
退
職
金

支
払
い
資
金
⑵
仕
入
先
と
の
取
引

を
縮
小
す
る
た
め
の
買
掛
金
決
裁

資
金
⑶
複
数
あ
る
工
場
の
一
部
を

解
体
す
る
た
め
の
費
用
⑷
現
在
の

店
舗
よ
り
小
規
模
な
店
舗
へ
の
移

転
に
伴
う
入
居
保
証
金
、
改
装
費

用　

な
ど

融
資
額
＝
４
８
０
０
万
円（
運
転
・

設
備
）

返
済
期
間
＝
運
転
５
年
以
内
（
据

置
１
年
以
内
）、
設
備
10
年
以
内

（
据
置
２
年
以
内
）

★
第
三
者
保
証
人
等
を
不
要

と
す
る
融
資
の
ご
案
内

★
事
業
ス
リ
ム
化
資
金

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
融
資
制
度

問
合
せ
＝
当
所
中
小
企
業
支
援
室　

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０

　
　
　
　
　

国
民
生
活
金
融
公
庫 

船
橋
支
店　

☎
（
４
３
３
）
８
２
５
２

経営に役立つ冊子を無料で差し上げます
下記冊子を窓口にて無料で配布しています。ぜひご活用ください。（数に限りがあり
ますのでお早めに）このほかにも当所ホームページで紹介しています。
http://www.narashino-cci.or.jp/

① ｢ 会社がもらえる給付金・助成金制度活用のポイント ｣
② ｢経営革新のすすめ方と支援法のあらまし ｣
③ ｢有限・株式会社の作り方と諸手続きの仕方 ｣

⑥｢これでスッキリ 改正消費税｣

主な内容
①消費税を理解する
②実際に何をする？
③個人・法人別のアドバイス

⑤｢電子入札ガイドブック｣

主な内容
①これが電子入札だ
②都道府県の現状と今後の動き
③入札・契約制度改革への影響
④電子入札を知るためのキーワ
ード

④ ｢倒産の防止のために ｣

主な内容
① ｢倒産防止（経営安定）特別
相談室 ｣のご案内

②最近の倒産動向について
③倒産しそうな企業の見分け方
④倒産防止のための施策の紹介
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最
近
、
株
価
が
大
き
く
上
昇
し

て
き
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
米

国
景
気
の
回
復
等
と
並
ん
で
、
日

本
企
業
の
収
益
改
善
が
あ
る
。

　

日
経
平
均
採
用
銘
柄
で
見

る
と
、
経
常
増
益
率
見
込
み

は
２
０
０
３
年
度
単
独
ベ
ー
ス

で
4.3
％
、
連
結
ベ
ー
ス
で
11.1

％
、
２
０
０
４
年
度
連
結
ベ
ー
ス

で
13.3
％
と
好
調
だ
。
内
訳
を
見
る

と
、
収
益
で
約
８
割
の
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
る
製
造
業
が
そ
れ
ぞ
れ
5.0

％
、
13.7
％
、
14.0
％
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
最
近
の
株
価
は
、
製
造

業
の
、
特
に
海
外
で
の
利
益
を
含

ん
だ
連
結
ベ
ー
ス
の
好
調
に
よ
っ

て
牽
引
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

で
は
、
中
小
企
業
の
状
況
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
財
務
省
の
法
人
企

業
統
計
を
使
っ
た
当
社
の
推
計
で

は
、
中
小
企
業
の
経
常
増
益
率
は

単
独
ベ
ー
ス
で
２
０
０
３
年
度
3.6

％
、
２
０
０
４
年
度
マ
イ
ナ
ス
5.7

％
と
必
ず
し
も
好
調
と
は
い
え
な

い
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
最
近
の
企
業
の
景
況
感

は
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
の
中
小

企
業
景
況
調
査
を
み
る
と
、
４
〜

６
月
期
の
景
況
感
が
前
期
比
悪
化

し
て
お
り
、
月
別
で
は
６
月
以
降

３
ヵ
月
連
続
で
悪
化
し
て
い
る
。

中
小
企
業
の
景
況
感
は
そ
の
水
準

も
低
く
、
大
企
業
と
の
格
差
は
ま

す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
。

　

法
人
企
業
統
計
で
損
益
分
岐
点

売
上
高
比
率
を
見
る
と
、
大
企
業

は
２
０
０
３
年
４
〜
６
月
期
86.6
％

と
１
９
９
０
年
以
降
で
最
低
水
準

に
ま
で
下
が
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
中
小
企
業
は
95.5
％
と
高
止
ま

り
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
企

業
、
特
に
製
造
業
は
体
質
改
善
が

大
幅
に
進
み
、
売
上
高
が
あ
ま
り

伸
び
な
く
て
も
、
高
い
収
益
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
中
小
企
業

は
全
体
と
し
て
は
い
ま
だ
苦
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。

　

よ
う
や
く
一
部
に
明
る
さ
の

見
え
て
き
た
日
本
経
済
を
、
本
格

的
な
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に

は
、
事
業
所
数
で
全
企
業
の
99
％

以
上
、
従
業
者
数
で
８
割
以
上
を

占
め
る
中
小
企
業
の
業
績
回
復
が

不
可
欠
だ
。
折
か
ら
の
円
高
も
体

質
の
弱
い
中
小
企
業
に
と
っ
て
は

大
変
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
か
ね
な

い
。
政
府
に
は
今
こ
そ
、
明
る
さ

の
芽
を
大
き
く
育
て
て
い
く
よ
う

な
適
切
な
政
策
の
か
じ
取
り
を
求

め
た
い
。

　

み
ず
ほ
総
合
研
究
所

　
　
　
　

執
行
役
員　

公
文　

敬

中
小
企
業　
ー
大
企
業
と
の
収
益
格
差
広
が
る
ー

中小企業・時代を読み解くキーワード
（新シリーズ）

27
日
㈭

27
日
㈭

28
日
㈮

30
日
㈰

２
日
㈫

３
日
㈬

４
日
㈭

　

会
議
所
会
館
）

常
議
員
会
（
11
時
〜　

会

議
所
会
館
）

海
外
視
察
解
団
式
（
18
時

〜　

会
議
所
会
館
）

消
費
税
円
滑
化
セ
ミ
ナ
ー

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

IT
セ
ミ
ナ
ー
（
９
時
〜　

会
議
所
会
館
）

街
づ
く
り
戦
術
委
員
会

（
18
時
〜　

会
議
所
会
館
）

駅
前
商
工
会
議
所 

津
田
沼

地
区
（
15
時
30
分
〜　

習

志
野
商
工
会
議
所
会
議
室
）

情
報
戦
術
委
員
会
（
11
時

〜　

会
議
所
会
館
）

11
日
㈫

14
日
㈮

16
日
㈰

17
日
㈪

18
日
㈫

18
日
㈫

18
日
㈫

19
日
㈬

駅
前
商
工
会
議
所 

谷
津
地

区
（
18
時
〜　

茶
茶
ビ
ル
）

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

IT
セ
ミ
ナ
ー
（
９
時
〜　

会
議
所
会
館
）

年
賀
状
作
成
セ
ミ
ナ
ー

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

従
業
員
表
彰
式

（
11
時
〜　

会
議
所
会
館
）

駅
前
商
工
会
議
所 

大
久
保

地
区
（
14
時
〜　

勤
労
会
館
）

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

駅
前
商
工
会
議
所 

新
習
志

野
地
区
（
16
時
〜　

白
鳥

製
薬
㈱
）

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
役
員
会

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

デ
ジ
カ
メ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

（
10
時
〜　

会
議
所
会
館
）

消
費
税
円
滑
化
セ
ミ
ナ
ー

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

商
業
部
会
役
員
会

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

駅
前
商
工
会
議
所 

実
籾
地

区
（
18
時
〜　

東
習
志
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

IT
セ
ミ
ナ
ー
（
９
時
〜　

会
議
所
会
館
）

消
費
税
円
滑
化
セ
ミ
ナ
ー

（
14
時
〜　

会
議
所
会
館
）

金
融
・
革
新
法
セ
ミ
ナ
ー

（
14
時
30
分
〜　

会
議
所
会
館
）

正
副
会
頭
会
議
（
10
時
〜

20
日
㈭

21
日
㈮

21
日
㈮

21
日
㈮

23
日
㈰

25
日
㈫

26
日
㈬

27
日
㈭

中　

旬

下　

旬

12　

月

会 議 ・ 事 業 予 定

11 月～ 12 月上旬

社労士フェスタ 35
「社長の悩み 一挙に解決！」
　社会保険労務士制度 35 周年を記
念して、人事労務管理、法律相談、
記念講演を開催します。
日時　11 月 19 日（水）
午後 1時～ 5時
場所　船橋商工会議所 6階
相談員　社会保険労務士会船橋支
部会員
問　同支部☎（495）5121 まで

年末調整等説明会のお知らせ
　市内の所得税の源泉徴収義務者
を対象に、年末調整及び源泉徴収
票などの法定調書提出についての
説明会を開催します。
日時　11 月 20 日（木）
　　　用紙配布　午後 1時～
　　　説明会　　午後 1時 45 分～
場所　習志野市民会館ホール
　　　（本大久保 3-8-20）

問　千葉西税務署源泉所得税担当
☎ 043（274）2111
（内線：223・224） まで

星野道夫の宇宙（写真展）
　1996 年、ロシアにてヒグマ事故
に遭い逝去した星野氏の、アラス
カの雄大な自然や生命の息吹への
想いを綴ったエッセイ、映像を含
む約 280 点の作品を公開します。
日時　12 月 10 日㈬～ 12 月 25 日㈭
　　　 午前 10 時～午後 8時
場所　市川市文化会館
入場料　一般 800 円（600 円）
　　　　小中学生 300 円（200 円）

＊（　）内は前売り
問　“いちかわ”星野道夫写真展実
行委員会 ☎ 047（314）0731 まで

地域
トピックス

　

７
月
中
旬
よ
り
募
集
し
て
い
た｢

津
田
沼
駅
前
ス
ト
リ
ー
ト
ネ

ー
ム｣

が
、
こ
の
た
び
ス
ト
リ
ー
ト
ネ
ー
ム
選
考
委
員
会
の
厳
選

な
る
協
議
の
結
果
、
左
記
の
通
り
に
決
定
し
、
10
月
11
日
㈯
、
Ｊ

Ｒ
津
田
沼
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
お
い
て
、
ネ
ー
ム

決
定
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
オ
ン
出
店
等
厳
し
い
商
業

環
境
の
中
、「
楽
し
い
街
・
愛
さ
れ
る
街
、
津
田
沼
」
を
め
ざ
し
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
そ
う
で

す
。（
詳
細
は
、
12
月
号
「
商
店
街
特
集
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

ＪＲ津田沼駅前ストリートネーム

ぶらり北通り・東通りに決定
～最優秀賞は西村さん（兵庫県）に決定！～

応募総数 3,700 通

応募総数＝ 3,700 通
名称
ぶらり北通り
（パルコ前～国道 296号線方面）

ぶらり東通り
（パルコ前～ヨーカ堂方面）

さくら公園通り
（UFJ銀行～イオン方面）

にぎわい横丁
（東横インホテル方面）

はまゆう通り
（JR線路沿い） 決定！

ぶらり北通り ぶらり東通り



な
や
み
ご
と
・
相
談
受
付
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い  

顧
問
弁
護
士   

渡
辺　

惇
先
生 　

☎
（
４
７
２
）
０
９
１
１

商 工 習 志 野 第２００号（６）

　

20
歳
の
頃
か
ら
会
社
経
営
に
携

わ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
ん
で
き
た
中
谷
さ
ん
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ご
自
身

が
興
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
友
人
の
誘
い
か
ら
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
会
場
（
中
古
自
動
車
の
販
売

会
社
な
ど
が
車
を
買
い
付
け
る
場

所
）
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
こ
の

業
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
。
そ
こ

で
、
中
谷
さ
ん
が
当
時
中
古
で
購

入
し
た
ば
か
り
の
車
の
落
札
価
格

を
見
て
が
く
ぜ
ん
と
し
た
と
い
い

ま
す
。

　

こ
の
経
験
か
ら
中
古
車
業
界

に
興
味
を
持
ち
、
毎
日
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
に
通
い
、
初
め
は
中
古
車
の

輸
出
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
始
ま
り
、

徐
々
に
こ
の
業
界
の
プ
ロ
に
な
る

決
意
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

中
古
車
販
売
業
界
に
は
、
価
格

を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
独
特
の

査
定
方
法
が
あ
り
、
そ
の
要
因
は

お
店
ご
と
に
広
告
料
、
人
件
費
な

　

中
古
自
動
車
の
購
入
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
つ
き
も
の
。

走
行
距
離
や
車
の
キ
ズ
、
室
内
の
汚
れ
等
々
。
購
入
に
関
し
て
は

少
し
で
も
安
く
買
い
た
い
と
い
う
の
は
、
誰
も
が
思
っ
て
い
る
こ

と
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
下
取
り
に
出
す
と
き
に
は
少
し
で
も
高
く

買
い
取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
本
音
。
今
回
は
そ
ん
な
希
望
を

か
な
え
る
㈲
ジ
ャ
パ
ジ
ア　

代
表
取
締
役　

中
谷
圭
吾
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

 

欲
し
い
車
が
目
の
前
に
〞ダ
イ
レ
ク
ト
カ
ー
シ
ス
テ
ム
〞 

　
　

㈲
ジ
ャ
パ
ジ
ア

（
東
習
志
野
３
ー
14
ー
19　

☎
４
７
７
ー
０
３
７
３
）

ど
の
莫
大
な
諸
経
費
が
か
か
る
た

め
で
す
。

　

こ
の
部
分
に
注
目
し
た
中
谷
さ

ん
は
、
お
客
さ
ん
と
の
打
合
せ
に

よ
り
作
成
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
シ
ー
ト
を
も
と
に
、
お
客
さ
ん

の
希
望
に
一
番
近
い
車
を
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
会
場
か
ら
直
接
買
い
付

け
る｢

ダ
イ
レ
ク
ト
カ
ー
シ
ス
テ

ム
」
を
は
じ
め
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
在
庫
を

持
た
ず
必
要
最
小
限
の
経
費
で
販

売
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

今
ま
で
に
培
っ
た
経
験
と
人
脈
と

併
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ
ん

に
ご
利
用
を
頂
い
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
今
後
は
新
規
の
お
客
さ
ん

か
ら
の
信
用
を
さ
ら
に
得
る
こ
と

が
一
番
の
課
題
だ
と
か
。

　

そ
の
解
決
の
た
め
に
、
充
実
し

た
保
証
内
容
は
当
然
の
こ
と
、
走

行
距
離
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

事
故
車
両
や
走
行
距
離
不
明
車
両

に
対
応
す
る
ほ
か
、
独
自
の
チ
ェ

ッ
ク
項
目
を
用
意
し
て
納
車
整
備

に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
社
で
は
、
販
売
だ
け
で

な
く
買
取
り
も
行
っ
て
い
る
そ
う

で
、
国
内
で
は
高
額
に
な
ら
な
い

車
で
も
、
貿
易
バ
イ
ヤ
ー
時
代
の

人
脈
を
活
か
し
世
界
各
国
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
直
売
す
る
こ
と
で
、
よ

り
高
値
で
の
買
取
り
を
実
現
し
た

そ
う
で
す
。

「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
規
制
、
NOx
・
PM
法

の
影
響
で
、
大
切
に
乗
っ
て
い
た

愛
車
を
廃
車
に
し
て
し
ま
っ
た
、

ま
た
は
低
価
格
で
売
っ
て
し
ま
っ

た
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
の

方
は
当
社
の
査
定
を
受
け
て
み
て

く
だ
さ
い
」
と
中
谷
さ
ん
。

　

同
社
で
は
こ
の
ダ
イ
レ
ク
ト

カ
ー
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
お
客
様
に
対
す
る
誠
実
さ
を

追
求
し
て
い
く
方
針
だ
と
か
。
高

額
商
品
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ

ス
ク
を
な
く
し
、
広
く
安
心
を
届

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

※
営
業
時
間
…
…
９
時
〜
20
時

　

定 

休 

日
…
…
日
曜
日

　

労
働
基
準
法
は
、
賃
金
や
労
働
時

間
、
休
日
、
年
次
有
給
休
暇
等
の
労

働
条
件
の
最
低
基
準
を
定
め
た
強
行

法
規
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
労
働
時

間
に
関
し
て
は
、
こ
の
十
数
年
の
間

だ
け
で
も
、
数
度
の
法
改
正
が
行
わ

れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

法
改
正
の
目
的
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
週
40
時
間
労
働
制
へ
向
け
て
時

短
を
推
進
す
る
た
め
で
、
国
内
外
の

世
論
の
注
視
の
下
、
時
短
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
は
昭
和
63
年
で
し
た
。
こ

の
年
４
月
、
そ
れ
ま
で
週
48
時
間
だ

っ
た
労
働
時
間
を
法
改
正
に
よ
り
46

時
間
に
短
縮
。
そ
の
後
も
短
縮
改
正

を
重
ね
、
今
日
の
週
40
時
間
労
働
制

へ
全
面
移
行
し
た
の
は
、
平
成
９
年

４
月
で
し
た
。
な
お
、
従
業
員
10
人

未
満
の
商
業
、
映
画
・
演
劇
業
、
保

健
衛
生
業
、
接
客
娯
楽
業
の
４
業
種

の
み
は
、
特
例
措
置
と
し
て
、
現
在

も
週
44
時
間
労
働
制
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、
週
40
時

間
労
働
制
は
ほ
ぼ
定
着
し
ま
し
た
が
、

新
た
な
課
題
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
残
業

等
の
増
加
に
よ
る
長
時
間
労
働
が
社

会
問
題
化
し
て
お
り
、
目
下
、
そ
れ

に
対
す
る
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会員紹介

あ
の
店　

こ
の
工
場

あ
の
店　

こ
の
工
場
No 177

誌
上
セ
ミ
ナ
ー
⑥

　
　

労
働
基
準
法
理
解
の
為
に
Ⅱ
〜
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
保
険
労
務
士　

島
田　

隆
司

ディーゼル車、廃車、売り急ぎ、ち
ょっと待った！
当社の査定を受けずにディーゼル車
を売らないで下さい。
トラック、ダンプ、バス、ディーゼ
ル自動車全般
走行10万キロ以上大歓迎

http://www.japajia.com/

STOP! !

会員無料掲示板

「あの店この工場」
　でお店をPRしませんか

　平成 16 年１月号から、商工習志
野の紙面を一部リニューアルします。
それに伴い、現在右面に掲載中の会
員事業所紹介コーナー「あの店この
工場」への記事掲載を、広く募集す
ることとなりました。
　つきましては、同封の申込用紙に
必要事項を記入し、ＦＡＸ及び郵送
でお申し込み下さい。
　応募順に毎月２～３社を掲載させ
ていただきます。（お申し込みは随時
受け付けします）

申込み・問合せ
習志野商工会議所
中小企業支援室 原田
☎（４５２）６７００まで

平成１５年１１月１０日発行

社長の中谷さん（上）と社員の末永さん

街で見かけたら声を掛けてください！


